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西 東 京 市 立 柳 沢 中 学 校 

校長      浅 野 周 子 

電話番号 04２−463−5014 

FA X番号 04２−462-3104 

令和５年１２月２２日第８号 

号 

柳沢中学校だより 

尊重するとは大切にするということ  
毎月１２月は、「人権月間」です。法務省の人権擁

護局が中心となり人権啓発活動が行われています。 

特に今月は、人権に関する理解を深め、社会全体で

人権を尊重する文化を広めることを目指しています。 

人権月間ということで「みんなが平等で大切にされ

なければいけない」ことについて改めて考えてほしい

です。「人権」とは、私たちが生まれながらにしても

っている権利であり、その「人権」を守り、他の人々

と平等に扱われることが保障されているからこそ、安

心して生活できる社会が保たれているのです。 

衣・食・住が足りている、生命や身体に危険がない、

意見を自由に発言できる、正しい情報が得られる、自

分の能力を十分に発揮できる、仕事や職場をもてる、

自分の仕事に対して正当な評価が得られるなど、人が

幸せに生活していくためにはこれらのことが満たさ

れなければいけません。 

マハトマ・ガンディーの「人権なき平和はない」と

いう言葉があります。これは、人々がお互いを尊重し、

平等に扱うことから「平和」が始まるのだという重要

なメッセージです。ガンディーは、平和を築くために

は、人権が守られ、誰もが平等に扱われることが必要 

  

 

 

だと認識し、人権が平和の基盤であることを示してい

ます。 

私たちは、日々の生活の中で、何らかの理由で心が

激して、思ってもいない言葉を発したり、深く考えず

に言った言葉で人を傷つけてしまったりしているこ

ともあるかもしれません。しかし、絶対に起きてはな

らないという認識が必要です。 

 人権侵害に当たることは、「子ども、女性、高齢者、

障害を持った方などへの差別や偏見、暴言暴力行為や

虐待、体罰、障害を理由に差別や不当な扱いをされる」

などが挙げられますが、学校生活でも、からかいや仲

間はずれなどのいじめ、体罰、人によって態度をかえ

る差別、変なうわさをたてられるなどは、絶対に起き

てはならないことです。 

繰り返し何度も話していますが、どんな理由があっ

ても「からかいやひやかし、いじめゼロ」の柳沢中学

校づくりを続けていきましょう。 

 ということで、１２月は、「尊重すること」を意識

して生活していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ、人を大切にしなければいけないのか 
 完璧な人は１人もいません。だからこそ、お互いに助け合い、 

支え合うことが、人間関係を築く上でとても大切なことになります。 

 マハトマ・ガンディーは「他者に尽くすことでこそ、真の幸福が 

得られる」と言っています。 

 つまり、他者を大切にすることで、私たちは共に成長し、幸福を 

見つけることができる。そこに幸せを感じることで人は大きく成長 

し、豊かな人生を生きていくことができるといっています。 

ソクラテスは「１人で生きることはできるかもしれないが、１人 

では幸福になれない」と言っています。私たちは、他者とのつながりや協力によって、より豊かで充実した人

生を築くことができるのです。 

 他者を大切にすることは、人と共感したり、コミュニケーションスキルを向上させたりして、お互いがより

理解し合える社会を築くことになります。他者を大切にすることで、私たちは異なる視点や意見を尊重し、よ

り成熟した社会を形成することにつながっていき、皆が居心地がよい社会になっていくのですね。  

 

 

 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

  

  

 

 

                              

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうする部活動？ 
去る１２月１日に第３回学校運営協議会が開催

されました。本校の教育活動状況の報告をした後

に数年後、児童・生徒数の減少が予想される中、部

活動の運営について地域の方からお知恵をいただ

きました。生徒数の減少に伴い、教員数も減少とな

り、すると、部活動の顧問が不足し、開設する部活

数も減らさざる 

を得ない現実が 

やってきます。 

生徒たちの活躍 

の場を少しでも 

多くしたいとい 

う願いと現実の厳しい状況が迫ってきています。

よいアイディアや方策がありましら、是非、ご助言

いただきたくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

校内弁論大会１２月１９日 

時間をかけて取り組んできた原稿作成。全校生

徒が揃って本大会が開催されました。主張したい

ことや疑問に思ったことなどテーマを決めるまで                 

大変だったと思います。価値

観に関わる内容や社会問題、

独自の発想による課題など着

眼点がすばらしかったです。

（写真は代表弁士 9名） 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマスキャロルが流れ
る時期になりました 
９月の学校だより５号に、「クリスマスの頃に、ど

のような自分になっていたいか、よく考えて２学期

の目標をたててください。」と書きました。そして、

目標を達成するためには、具体的な行動案を考える

ことが大切だとも書きました。２学期の生活のまと

めの時期を迎え、振り返ってみてどうでしたか？ 

３年生は、進路決定に向けて模擬面接を実施して

います。高校入試の面接で必ず聞かれることは、「志

望理由」です。なぜ、本校に入学したいのか、高校

生活に期待することはなにか、将来の夢や目標など

も聞かれることが多いでしょう。 

自分は、これからの人生をどのように生きていき

たいのか。１３～１５歳の今、もちろん決めなくて

もいいのですが、どのように生きていきたいのか自

分と向き合って考えたことがある人と全く考えたこ

とがない人では、生き方が違ってきます。 

幸福度が高い国では、自分の夢や良いところをは

っきり答える人が多いというデータもあります。自

分を理解し、自分を好きになれる人、自分を受け入

れている人は、自分を生かそうとしたり、自分の使

命やできることをやってみようとしたりして、活力

ある生き方をしていくことでしょう。 

生き方に正解はありません。自分の人生なので、

自分の意思で生きていくわけですから、自分が納得

した道を歩いているならばいいのす。 

皆さんにも是非、自分が納得して、心が満たされ

て、幸福感を感じる自分になっていってくれたらい

いなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

地域清掃ボランティア 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人のために動く心を育てようボランティア活動の推進 
地域清掃１２月１３日 花壇１２月１２日    あいさつ 
３年ぶりに地域清掃が復活し 卒業式と入学式用の花壇づ  あいさつ運動第３弾募集中。 

ました。学校周辺から近隣公 くりを始めました。地域の  1月１５日から４日間です。 

園、千川上水沿いなどのゴミ 方にご指導いただき、ネモ  ボランティアを募集してい 

拾いを中心に行いました。参 フィラやディジーの苗、チ  ます。参加してみませんか。 

加者数が６５人となり、地域 ューリップの球根を植え、  冬の早起きは大変かもしれ 

の方とも挨拶を交わし、よい 種団子を作って植えました。 ませんが、挨拶で柳沢地区 

経験になったのでは？    芽が出るのが楽しみですね。 の朝をさわやかにしましょう。 
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保谷二小さんからパンジーの苗をいた
だきました 
６年生の児童さんたちが 

育てたパンジーの苗をいた 

だきました。卒業式に向け 

て育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


